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AFJ 日本農業経営大学校 イノベーター養成アカデミー 

2 月 18 日(水)、日本橋ホールにて「最終発表会」を開催 
～本年 3 月に修了予定の 5 名が登壇し、事業計画を発表～ 

 
一般社団法人アグリフューチャージャパン（理事⾧:合瀬 宏毅、東京都港区）が運営する AFJ 日本農業経営

大学校は、イノベーター養成アカデミー（以下、本アカデミー）修了予定者による「最終発表会」を開催しますので、お

知らせします。 

 

課題を機会へ転換する 5 名の事業構想—2025 年度「最終発表会」開催 

今回の「最終発表会」では、本年 3 月に修了予定の 5 名が登壇し、それぞれの事業計画を発表します。いずれも、

現場の課題を起点に、顧客設定・提供価値・収益構造・実行計画までを具体化した内容です。 

発表者の一人である第 2 期生の慶野 勝実氏は、建設会社を経営する立場から、本アカデミーにおける取り組みを

自社の新規事業として推進し、農業従事者が減少する中でも「継続できる＝利益の出る」農業の実現を目標に掲げ

ています。土木技術を活かした基盤整備を強みに、自身の圃場で水稲の直播栽培の実証を行うなど、アイデアの社会

実装に向けた検証を重ねており、その展開が期待されます。 

 

■登壇者一覧／発表タイトル（予定） 

発表者 発表タイトル 

甲斐 淳史 農地集約化に向けた B2B プラットフォーム事業 

慶野 勝実 基盤整備と営農パッケージで高収益化、「儲かる農業」モデルを全国展開 

旭 広明 電源ケーブルで飛行時間∞:低高度 NIR ドローンが小規模農家の常識を変える 

永山 天楽 電力ゼロ冷蔵×フランチャイズで作る途上国都市の無駄ない生鮮流通 

船津 祥一郎 食肉の価値創造事業案 

 

メディア関係の皆さまにおかれましては、ぜひ取材をご検討賜りますようお願い申し上げます。当日は会場取材に加え、

ライブ配信での視聴にも対応しております（詳細は文末の取材案内をご参照ください）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
2025 年度 AFJ 日本農業経営大学校 イノベーター養成アカデミー 最終発表会 

 日時: 2026 年 2 月 18 日（水）13:30～15:55（13:00 開場） 

 場所: 日本橋ホール ホール 1・2（東京都中央区日本橋二丁目 5 番 1 号 9 階） 

     ※オンライン（zoom）にてライブ配信も行います。 
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■2025 年度 AFJ 日本農業経営大学校イノベーター養成アカデミー最終発表会スケジュール 

 

時間帯 内容 

13:00～13:30 開場・受付 

13:30 開会 

13:30～13:40 
開会挨拶 

評価員紹介 

13:40～14:00 甲斐 淳史氏による最終発表 

14:00～14:20 慶野 勝実氏による最終発表 

14:20～14:40 旭 広明氏による最終発表 

14:40～14:55 休憩 

14:55～15:15 永山 天楽氏による最終発表 

15:15～15:35 船津 祥一郎氏による最終発表 

15:35～15:50 評価員講評 

15:50～15:55 主任教授挨拶 

15:55 閉会 

 

従来の農業教育の枠を超え、食農バリューチェーンの変革へ 

日本の食農業界が抱える課題は、農業生産の担い手不足や高齢化といった現場の問題にとどまらず、流通構造、

商慣行、需給調整、データ活用の遅れなど、食農バリューチェーン全体にまたがる構造課題として存在しています。こう

した状況下では、環境変化や地域課題を起点に「課題を機会へ転換する」発想で、産業全体の設計や仕組みそのも

のを更新していくことが求められます。本アカデミーは、こうした背景を踏まえ、IT・DX をはじめとする異業種の知見を現

場と正しく接続し、社会実装可能なビジネスを生み出すための、食農領域に特化した独自カリキュラムを設計していま

す。 

本発表会は成果報告にとどまらず、評価員および AFJ 会員、関係者の皆様が、アグリビジネスイノベーターとしてチャ

レンジすべき事業であるか、また持続可能な計画となっているかを多角的に確認します。評価は「事業化への意義」「事

業性」「実現可能性とリスク」といった観点から行われ、修了後の実践につなげるための講評が提供されます。あわせて、

参加者の皆様にとっても、今後の事業化に向けた協働・共創の可能性を検討する場となります。 

 

メディア関係の皆さまにおかれましては、ぜひ取材のご検討をお願いいたします。ご取材いただける場合、下記の問い

合わせ先までメールにてご連絡ください（ライブ配信をご希望の場合には、視聴 URL をお送りいたします）。 

※オンラインにてご取材いただく場合、写真は発表会終了後に提供いたします。 

 



報道関係者各位 
2026 年 2 月 4 日 

一般社団法人アグリフューチャージャパン 
 

 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

一般社団法人アグリフューチャージャパン 広報担当:石橋 

TEL:03-5781-3751 E-mail:admission@afj.or.jp 

■一般社団法人アグリフューチャージャパン（https://www.afj.or.jp） 

所在地:東京都港区港南 2-10-13 農林中央金庫品川研修センター5 階 

理事⾧:合瀬 宏毅（元 日本放送協会 解説委員室 解説副委員⾧） 

設立:2012 年 2 月 

会員数:205 会員（2025 年 10 月 31 日現在） 

事業内容:AFJ 日本農業経営大学校の運営、農業分野における調査・研究等 

 

■AFJ 日本農業経営大学校について 

次世代の農業経営者を育成することを目的に、『日本農業経営大学校』の名で 2013 年 4 月に開校。 

農業を取り巻く環境や教育ニーズの変化に対応していくため、新たに「農業を変革する人材の育成」、「農業界全体の

経営力の底上げ」というミッションのもと、教育内容の見直しを実施。2023 年度より AFJ（AgriFuture Japan）を

冠した『AFJ 日本農業経営大学校』と名称を変更し、新たな教育課程を提供開始。 

 

『AFJ 日本農業経営大学校 イノベーター養成アカデミー』（https://www.afj.or.jp/jaiam/innovator/） 

アグリビジネス領域で新たな価値の創出や課題解決に取り組みたい人材に向けた実践中心のカリキュラムを提供するア

カデミー。アイデア創出から仮説検証、計画策定を最短 1 年で行う。 

 

『AFJ 日本農業経営大学校 オンラインスクール』（https://www.afj.or.jp/jaiam/onlineschool/） 

就農年数や経営段階によって必要となってくる学びやスキル、解決したい課題に合わせた講座を提供。オンライン中心

の受講スタイルで、仕事との両立が可能である点が特徴。 
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■アグリフューチャージャパン会員一覧（2025 年 10 月時点） 

 

 


